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力をあわせて！
稲取小学校　雨上がりの運動会
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避
難
所
で
の
業
務
は
主
に
自
衛
隊
や
記
者
な

ど
の
来
客
対
応
と
、
避
難
者
の
要
望
を
災
害
本

部
に
伝
え
る
仲
介
役
で
し
た
。

　
そ
れ
ら
業
務
の
中
で
、
道
を
尋
ね
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
土
地
勘
の
な
い
派
遣
職
員

は
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
道
を
案
内
し
て
し
ま

う
危
険
性
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
災
害

時
に
お
け
る
土
地
勘
の
な
い
避
難
者
や
派
遣
職

員
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
通
行
で
き
る
道
が

わ
か
る
地
図
）が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

建
設
整
備
課　

山
梨 

隼
樹
さ
ん

　
派
遣
期
間
：
１
月
19
日
～
１
月
26
日

　
担
当
業
務
：
避
難
所
運
営

土
地
勘
の
な
い
人
々
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

▲穴水町役場内に設置された罹災証明
申請ブース

　
穴
水
町
で
は
、
被
害
範
囲
が
広
い
た
め
、
住

宅
・
非
住
宅
を
問
わ
ず
全
て
の
家
屋
に
対
し
て

一
斉
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
方
法
（
穴
水

方
式
）
に
よ
り
、
申
請
者
の
被
災
家
屋
の
写
真

と
調
査
写
真
を
照
合
す
る
こ
と
で
罹
災
証
明
を

発
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
現
地
調
査
の

時
間
を
短
縮
し
、
受
付
窓
口
の
混
雑
を
和
ら
げ

る
と
同
時
に
、
申
請
時
に
証
明
書
を
提
供
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
調
査
対
象
外
の
空
き
家
も
含
め
て
調
査
す
る

た
め
、
多
く
の
調
査
員
が
必
要
と
な
る
と
い
う

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
上
回
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
　

住
民
福
祉
課　

山
田 

歩
未
さ
ん

　
派
遣
期
間
：
２
月
４
日
～
２
月
12
日

教
育
委
員
会　

鳥
澤 

章
子
さ
ん

　
派
遣
期
間
：
２
月
25
日
～
３
月
４
日

　
担
当
業
務
：
罹
災
証
明
発
行

穴
水
方
式
の
罹
災
証
明
に
は

複
数
の
メ
リ
ッ
ト

　
住
宅
被
害
認
定
で
は
、
多
く
の
住
宅
を
調
査

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
が

貸
与
さ
れ
簡
易
的
な
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
た

め
、
短
時
間
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
認
定
業
務
を
行
え
る
研
修
は
職
員
の
誰
で
も

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
今
後
多
く
の

職
員
が
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
業
務
で
は
多
く
の
車
両
が
必
要

と
な
る
た
め
、
車
両
提
供
が
で
き
る
事
業
者
と

の
協
定
を
結
ぶ
と
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

税
務
課　

石
原 

輝
希
さ
ん

　
派
遣
期
間
：
１
月
28
日
～
２
月
５
日

　
担
当
業
務
：
住
家
被
害
認
定
調
査

被
害
調
査
関
係
研
修
の

受
講
者
拡
大

東
伊
豆
町
で
は
、
能
登
半
島
の
復
興
支
援
の
た
め
、
様
々
な
業
務
で
職
員
の
派

東
伊
豆
町
で
は
、
能
登
半
島
の
復
興
支
援
の
た
め
、
様
々
な
業
務
で
職
員
の
派

遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
被
災
地
で
業
務
を
行
っ
た
職
員
が
、
現
場
で
感

遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
被
災
地
で
業
務
を
行
っ
た
職
員
が
、
現
場
で
感

じ
た
こ
と
や
今
後
の
災
害
対
策
で
重
要
と
考
え
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

じ
た
こ
と
や
今
後
の
災
害
対
策
で
重
要
と
考
え
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震

能
登
半
島
地
震

　　
災
害
派
遣
職
員
の
学
び

災
害
派
遣
職
員
の
学
び

令和６年２月時点　穴水町内の道路令和６年２月時点　穴水町内の道路

能
登
半
島
地
震

能
登
半
島
地
震

　　
災
害
派
遣
職
員
の
学
び

災
害
派
遣
職
員
の
学
び

東
伊
豆
町
で
は
、
能
登
半
島
の
復
興
支
援
の
た
め
、
様
々
な
業
務
で
職
員
の
派

東
伊
豆
町
で
は
、
能
登
半
島
の
復
興
支
援
の
た
め
、
様
々
な
業
務
で
職
員
の
派

遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
被
災
地
で
業
務
を
行
っ
た
職
員
が
、
現
場
で
感

遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
被
災
地
で
業
務
を
行
っ
た
職
員
が
、
現
場
で
感

じ
た
こ
と
や
今
後
の
災
害
対
策
で
重
要
と
考
え
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

じ
た
こ
と
や
今
後
の
災
害
対
策
で
重
要
と
考
え
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

東伊豆町職員の派遣先東伊豆町職員の派遣先

令和６年２月時点　穴水町内の道路令和６年２月時点　穴水町内の道路
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学
校
が
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
避

難
所
内
で
問
題
が
発
生
す
る
と
、
教
育
委
員

会
・
町
の
福
祉
担
当
・
避
難
者
・
学
校
職
員

の
同
意
が
必
要
と
な
り
、
解
決
に
時
間
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
を
避

難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
用
す
る
の
か
、
備
品

の
貸
出
の
許
可
を
誰
が
判
断
す
る
の
か
と

い
っ
た
こ
と
は
、
災
害
の
備
え
と
し
て
事
前

に
細
か
く
取
り
決
め
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
者
が
減
り
避
難
所
を
統
合
す

る
と
き
、
各
避
難
所
で
ル
ー
ル
が
異
な
る
と

統
合
が
円
滑
に
進
み
ま
せ
ん
。
統
合
時
避
難

者
が
不
便
に
感
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
避

難
所
の
共
通
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思

い
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
課　

山
﨑 

麻
紀
子
さ
ん

　
派
遣
期
間
：
２
月
６
日
～
２
月
13
日

　
担
当
業
務
：
避
難
所
運
営

避
難
所
の共通

ル
ー
ル
づ
く
り▲スマートフォンなどを持っていない避難者

のために、紙での情報発信が重要だった。

　
発
災
か
ら
50
日
が
経
過
し
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
技
術
的
支
援

を
行
う
人
材
が
足
り
て
い
な
い
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
町
職
員
は
復
興
業
務
と
通
常
業
務
の
２

つ
に
追
わ
れ
て
お
り
、
疲
労
感
か
ら
役
場
全
体

の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
災
害
時
は
ど
れ
だ
け
準
備
を
し
て
い
て
も
、

大
小
様
々
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
で
き
る
限

り
対
応
す
る
た
め
に
、
平
時
か
ら
各
課
の
連
携

を
深
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

防
災
課　

臼
井 

浩
貴
さ
ん

　
派
遣
期
間
：
２
月
18
日
～
２
月
26
日

　
担
当
業
務
：
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
統
括
支
援

平
時
か
ら
各
課
の

連
携
を
深
め
る
こ
と

　
派
遣
時
、
町
内
の
医
療
機
関
は
全
て
再
開
し

て
お
り
、
私
は
穴
水
町
保
健
医
療
福
祉
調
整
本

部
に
所
属
し
て
高
齢
者
宅
の
訪
問
な
ど
の
業
務

を
行
い
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
訪
問
先
で
は
、
水
道
が
復
旧
し
た

か
ら
帰
っ
て
き
た
と
い
う
声
が
多
数
あ
り
、
災

害
時
の
水
道
復
旧
は
優
先
さ
れ
る
べ
き
も
の
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
水
道
が
使
え
な
い
間
は
ト
イ
レ
の
使
用
も
制

限
さ
れ
る
た
め
、
住
民
へ
備
え
の
呼
び
か
け
を

す
る
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
を
検
討
す

る
と
い
っ
た
受
援
体
制
の
整
備
が
重
要
で
す
。

健
康
づ
く
り
課　

松
本 

潤
さ
ん

　
派
遣
期
間
：
２
月
25
日
～
３
月
１
日

　
担
当
業
務
：
保
健
師
業
務

水
道
が
使
え
な
い

こ
と
を
想
定
し
た
備
え

　
住
家
被
害
の
大
き
い
地
域
に
は
特
徴
が
あ
り
、

築
年
数
が
か
な
り
経
過
し
て
い
る
建
物
の
被
害
が

特
に
大
き
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。ま
た
土
地
柄
、

蔵
な
ど
が
多
く
土
壁
で
で
き
て
い
る
た
め
、
そ
れ

ら
の
破
損
が
被
害
件
数
を
増
加
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
唯
一
新
築
の
家
屋
が
倒
壊
し
て
い
た
現
場
は
、

が
け
崩
れ
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
地
震
に
強
い
家

に
住
む
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
家
が
建
つ
土
地
の

環
境
を
考
慮
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
課　

相
原 

啓
佑
さ
ん

　
派
遣
期
間
：
２
月
19
日
～
２
月
26
日

　
担
当
業
務
：
住
家
被
害
認
定
調
査

地
震
に
強
い
家
と

建
て
る
土
地
の
重
要
性

　
七
尾
市
で
３
日
間
の
給
水
活
動
を
行
い
、
市
内

の
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
、
介
護
施
設
と
病
院
の
受

水
槽
へ
の
給
水
を
行
い
ま
し
た
。

　
穴
水
町
よ
り
も
被
害
は
軽
微
で
し
た
が
、
木
造

の
古
い
建
物
は
全
壊
し
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
災
後
２
か
月
が
経
過
し
て
い
ま
し
た

が
、
道
路
は
亀
裂
箇
所
へ
の
応
急
処
置
の
み
で
し

た
。

　
発
災
前
の
生
活
に
戻
れ
て
い
な
方
々
へ
、
全
国

か
ら
の
様
々
な
支
援
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

企
画
調
整
課　

鈴
木 

拓
海
さ
ん

住
民
福
祉
課　

成
田 

千
尋
さ
ん

　
派
遣
期
間
：
３
月
５
日
～
３
月
９
日

　
担
当
業
務
：
給
水
活
動

給
水
活
動
中
に
見
え
た

被
害
の
甚
大
さ

　
職
員
の
報
告
の
一
つ
一
つ
が
貴
重

な
も
の
で
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
、
同
じ
災
害
派
遣
職
員
と
し

て
他
自
治
体
の
方
々
と
関
わ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、
本
町
の
職
員
に

と
っ
て
良
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
大
き

な
災
害
が
起
き
た
と
き
や
日
々
の
業

務
で
困
っ
た
と
き
に
、
相
談
で
き
る

窓
口
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
と
て
も

大
き
い
こ
と
で
す
の
で
、
そ
の
よ
う

な
縁
を
広
げ
な
が
ら
、
東
伊
豆
町
の

た
め
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震

災
、
能
登
半
島
地
震
は
、
同
じ
地
震

で
あ
っ
て
も
、
被
害
状
況
が
異
な
っ

て
い
ま
す
。
津
波
、
家
屋
の
倒
壊
、

液
状
化
…
東
伊
豆
町
で
想
定
さ
れ
る

地
震
被
害
は
、
そ
れ
ら
全
て
が
当
て

は
ま
り
ま
す
。

　
今
回
能
登
半
島
に
行
っ
た
経
験
を

参
考
に
、
職
員
全
員
で
東
伊
豆
町
の

安
心
・
安
全
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

東
伊
豆
町
長　
岩
井
茂
樹

『
災
害
派
遣
の
経
験
は

災
害
対
策
へ
の

良
い
チ
ャ
ン
ス
』

派
遣
職
員
の
報
告
を
受
け
て
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国民健康保険被保険者証が藤色になります
　８月１日から有効の保険証を、７月中旬頃に普通郵便でお送りします。国保加入中のご家族全員分
を、世帯主の方宛に送りますので、記載内容に誤りがないかご確認ください。　
　新しい保険証は藤色です。今までの保険証（クリーム色）は、個人情報がわからないように裁断し
て捨てていただくか、役場健康づくり課（または熱川支所）へ返還してください。

クリーム色➡藤色見本（70歳未満） 見本（70歳以上）

対　象　者　国民健康保険に加入している30歳から75歳未満の方で、国民健康保険税に未納がない方
助成金額　助成上限３万円（最低自己負担額１万円）
申請期限　人間ドックを受診する２週間前まで　※受診後の申請は受け付けられません。
申請場所　役場または熱川支所

人間ドック助成制度をぜひご活用ください

段　階 年間保険料
第１段階 17,400円
第２段階 29,000円
第３段階 40,600円
第４段階 52,200円
第５段階 58,000円
第６段階 69,600円
第７段階 75,500円
第８段階 87,100円
第９段階 98,700円

段　階 年間保険料
第１段階 16,500円
第２段階 28,100円
第３段階 39,700円
第４段階 52,200円
第５段階 58,000円
第６段階 69,600円
第７段階 75,500円
第８段階 87,100円
第９段階 98,700円
第10段階 110,300円
第11段階 121,900円
第12段階 133,500円
第13段階 139,300円

介護保険料が変わります
65歳以上の方へ　令和６年４月から

　介護保険制度は３年に１度改正が行われます。令和６年度は制度改正の年となり、負担割合と負担
段階が変更となります。

令和６年３月まで 令和６年４月から

問合せ先　健康づくり課　国民保険係　☎９５－６３０４

問合せ先　健康づくり課　介護係　☎９５−１１２４

年額保険料はその年の収入と所得等によって決定されます。負担
段階の決まり方については、介護保険料の通知書（７月に送付さ
れるもの）に同封されているリーフレットをご確認ください。

※助成制度を活用される場合は、「検査結果」等のご提供が必須になります。

70歳以上の
方は負担割合
が印字されて
います

➡

基準月額　4,840 円
　（前年と同額）

➡
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令和６年12 月２日以降
健康保険証は
発行されなくなります

医療機関を受診の際は
マイナンバーカードを

ご利用ください

国民健康保険に加入されている方へ国民健康保険に加入されている方へ
　今回の更新でお送りする健康保険証は、令和７年７月31日までご使用いただけます。
　９月中旬頃に個人番号（マイナンバー）の下４桁が記載された通知を送付します。万が一番号が異なる
場合は、健康づくり課国民保険係までお問い合わせください。

医療機関でのマイナンバーカード利用方法医療機関でのマイナンバーカード利用方法

マイナンバーカードの申請・保険証としての登録をマイナンバーカードの申請・保険証としての登録を
されていない方は、以下の方法で準備をお願いしますされていない方は、以下の方法で準備をお願いします

①医療費を20円節約できる
②より良い医療を受けることができる

③手続きなしで高額医療の限度額を超える支払いを免除
※医療機関が過去のお薬情報や健康診断の結果を見られるようになるため

問合せ先　健康づくり課　国民保険係　☎９５−６３０４

■申請方法は選択可能です。
①オンライン申請

（パソコン・スマートフォンから）
②郵便による申請
③まちなかの証明写真機からの申請

■利用登録の方法
①医療機関・薬局の受付

（カードリーダーで行う）
②「マイナポータル」から行う
③セブン銀行 ATM から行う

マイナンバーカードを申請 マイナンバーカードを
保険証として登録

STEP①STEP① STEP②STEP②

マイナンバーカードを保険証として使うとこんなメリットが！

※限度額適用認定証等がなくても、上記の支払いが免除されます。
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ブロック塀の撤去

道路に面して生垣等の緑化を実施する場合、補助対象経費と緑化等の延長１ｍにつき
38,400円を乗じて得た額とを比較して、いずれか少ない額の２/ ３を補助します。（上
限額333,000円）

道路に面するブロック塀等を改善（緑化あり又は緑化なし）する場合、補助対象経費
と改善するブロック塀等の延長１ｍにつき38,400円を乗じて得た額とを比較して、い
ずれか少ない額の２/ ３を補助します。（上限額333,000円）

ブロック塀改善等

生 垣 の 設 置 等

道路に面するブロック塀等を撤去する場合、補助対象経費と撤去するブロック塀等の
延長１ｍにつき20,000円を乗じて得た額とを比較して、いずれか少ない額の２/ ３を
補助します。（上限額266,000円）

補助可能な件数には限りがあります。
お早めにご相談ください。

　北陸地方で元旦に発生した能登半島地震では、自宅が損壊することにより多くの住民が犠牲となりました。
また、地震で無事だった住民も厳しい寒さの中、避難生活を送ることを余儀なくされました。　
　現行の「TOUKAI-0」の制度は、令和 7 年度末で終了する予定ですので、ご希望がある方はお急ぎください。
　倒壊を防ぐことで、津波から逃げるための避難路確保にも繋がります。

令和令和７７年度末で終了年度末で終了（予定）（予定）

※65歳以上のみの世帯又は障害のある人などが同居する世帯

耐震補強工事費の８割を補助します。
●一般世帯：上限額　100万円 ●高齢者世帯等（※）：上限額　120万円

耐震補強計画策定及び補強工事

②木造住宅耐震補強助成事業費補助金（補強計画一体型）▶

令和令和６６年度末で終了年度末で終了（予定）（予定）

建設整備課へ申し込みください。
専門家を派遣して、無料で耐震診
断を行います。

木造住宅の無料耐震診断

①わが家の専門家診断

※昭和56年５月31日以前に建築され
た木造住宅が対象となります。

無料耐震診断は事前の申し込み、補助金制度は事前の申請が必要です。

問合せ先　建設整備課　建設管理係　☎９５−６３０３

安全で美しいいえなみ整備事業費補助金安全で美しいいえなみ整備事業費補助金

今年度末で終了します今年度末で終了します
木造住宅の無料耐震診断は木造住宅の無料耐震診断は

令和６年１月１日発生　能登半島地震による被害状況（静岡県提供）令和６年１月１日発生　能登半島地震による被害状況（静岡県提供）令和６年１月１日発生　能登半島地震による被害状況（静岡県提供）令和６年１月１日発生　能登半島地震による被害状況（静岡県提供）

今年度末で終了します今年度末で終了します
木造住宅の無料耐震診断は木造住宅の無料耐震診断は

　東海・東南海・南海地震から一人で　東海・東南海・南海地震から一人で
も多くの生命と財産を守るため、町も多くの生命と財産を守るため、町
は県、国とともに住宅の耐震化を図は県、国とともに住宅の耐震化を図
るプロジェクト「TOUKAI（東海・るプロジェクト「TOUKAI（東海・
倒壊）-０」を進めています。倒壊）-０」を進めています。

　　東海・東南海・南海地震から一人で東海・東南海・南海地震から一人で
も多くの生命と財産を守るため、町も多くの生命と財産を守るため、町
は県、国とともに住宅の耐震化を図は県、国とともに住宅の耐震化を図
るプロジェクトるプロジェクト「TOUKAI（東海・「TOUKAI（東海・
倒壊）-０」倒壊）-０」を進めています。を進めています。

トウカイ ゼロトウカイ ゼロトウカイ ゼロトウカイ ゼロ

TTOO KKAAII--00UUTTOO KKAAII--00UU



　　　 　　　

77
For Your Health, For Your Heart

保健福祉センターからの健康通信 問合せ先　保健福祉センター　☎︎２２−２３００

保健福祉センター　８月行事カレンダー保健福祉センター　８月行事カレンダー
日 曜 時　　間 行　　事　　名

２ 金 〜 あかちゃん教室③（受付 9：45～10：00）
保健福祉センター

５ 月 10：00〜11：30 あそびの会
保健福祉センター

７ 水
〜 ６か月児相談（受付 9:00 ～）

保健福祉センター

〜 12か月児相談（受付 9：00～）
保健福祉センター

８ 木

〜 ２歳児教室（受付 9：00～）
保健福祉センター

〜 ３歳児健診（受付12：50～）
保健福祉センター

〜 １歳６か月児健診（受付13：30～）
保健福祉センター

30 金 〜 育児サークル（受付 9：40～10：00）
保健福祉センター

◆日時が変更となる場合がありますのでご確認ください。

　

　町の特定健診・健康診査対象の方へ４月に案内を送付しています。健診は全日程予約制ですので、まだ
予約がお済でない方は、お電話またはインターネットから予約をしてください。

特定健診・健康診査の申し込みはお済みですか？特定健診・健康診査の申し込みはお済みですか？

電話で予約する
☎００５５７－２９－６２４８５５７－２９－６２４８（受付時間　平日 9：00～16：00）

・年齢、予約番号、希望日時、希望する健診を伝えてください。
・案内がお手元に届いていない方は、その旨を伝えてください。
・後日ご自宅に問診票が届きます。

平日夜間・土日の予約は
インターネットが便利！
　届いた案内の２次元コードを読み
取って予約をしてみませんか？
　初めての方は、ログインボタンを
押して、新規登録をしてください。

対象者：40～74歳（東伊豆町国民健康保険加入者）
　　　　75歳以上（静岡県後期高齢者医療保険加入者）

【９月以降の健診日程】
・９月19日（木）～26日（木）内６日間
・11月６日（水）
・12月２日（月）
※７月22日（月）、７月23日（火）の健診をご希望の方は

早めにお問い合わせください。

東伊豆町第３期データヘルス計画東伊豆町第３期データヘルス計画
「データヘルス計画」とは…
　町の医療費データや特定健診の健診結果、死亡率などを分析し、健康課題を取り出し、健康寿命の延伸
を目的とした保健事業を効果的・効率的に実施するために作られた計画です。東伊豆町国民健康保険では、
令和 5 年度に計画を見直し、第 3 期データヘルス計画を策定しました。

～東伊豆町の現状と、これからの健康課題～

東伊豆町の現状

健康課題

目標値（令和１１年）
・県全体の割合と比べ、平均自立期間が短い。

＝介護を受ける期間が長くなる。
・県全体の割合と比べ、がん、心疾患、脳血管疾患
（脳卒中）による死亡が多い。

・関節疾患や骨折などにかかる医療費が大きい。

【特定健診】受診率 60％（Ｒ 4：44.7％）
【特定保健指導】実施終了率 58％（Ｒ 4：37.1％）
【重症化予防・高血圧対策】

　高血圧者へのフォロー実施率 100％（Ｒ 4：100%）
　高血圧有病者49％（Ｒ 4：55％）

・特定健診の受診率が低いため、受診率の向上や特
定保健指導の実施率向上に取り組む。

・脳血管疾患の死亡が多く、後期高齢者の医療費が
高くなっているため、重症化予防事業に取り組む。

・高血圧は自覚症状がなく、気づかないうちに進行
し、心臓病等につながるため、生活習慣の改善や
適正医療に取り組む。

データヘルス計画詳細は
町ホームページへ　　　→

➡

➡
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父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
又
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と

り
親
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の

促
進
に
寄
与
し
、
児
童
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
又
は
母
が

・
死
亡
も
し
く
は
生
死
不
明
の
児
童

・
重
度
の
障
害
を
有
す
る
児
童

・
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
基
づ
く
保
護
命
令

を
受
け
た
児
童

③
父
又
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童

④
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児

童
⑤
遺
棄
な
ど
で
父
母
が
い
る
か
い
な

い
か
明
ら
か
で
な
い
児
童

※
受
給
資
格
者
等
の
所
得
が
制
限

限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
手
当

額
の
一
部
又
は
全
部
が
支
給
停
止

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
申
請
者
本
人
及
び
同
居
し
て
い

る
扶
養
義
務
者
（
世
帯
の
状
況

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
居
し
て
い

る
場
合
は
所
得
確
認
の
対
象
と

な
り
ま
す
）
全
員
が
所
得
税
非

課
税
で
な
い
と
制
度
を
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
と
は

併
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
保
険
適
用
外
の
支
払
（
予
防
接

種
代
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
等
）は
、

助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
後
日
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
口

座
へ
医
療
費
を
振
り
込
み
ま
す
。

・
毎
年
６
月
中
に
更
新
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
制
限
あ
り

支
給
対
象
と
な
る
児
童

●
手
当
月
額 （
R
6
年
４
月
分
～
）

　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
方
が
対
象
で
す
。

18
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
児
童
を
…

・
監
護
し
て
い
る
母

・
監
護
し
生
計
を
同
じ
く
す
る
父

・
父
母
以
外
で
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級
と
同

じ
程
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場
合

は
、
20
歳
ま
で
手
当
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

※
所
得
制
限
あ
り

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
父
母
の
な
い

児
童
に
対
し
、
医
療
費
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
制
度
で
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
制
度

児
童
扶
養
手
当

●
対
象
者

●
助
成
に
つ
い
て

●
対
象
者

　
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
、
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡

婦
福
祉
法
に
規
定
さ
れ
る
母
子
・

父
子
家
庭
と
父
母
の
な
い
児
童

ひ
と
り
親
家
庭
等
に

手
当
を
支
給
し
ま
す

※
申
請
が
必
要
で
す

児童１人 児童２人 児童３人以上

全
部
支
給

45,500円 10,750円
加算

6,450円ずつ
加算

一
部
支
給

45,490円
～10,740円

10,740円
～5,380円
ずつ加算

6,440円
～3,230円
ずつ加算

地
籍
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ

　
地
籍
調
査
と
は
、
一
筆
ご
と
に

土
地
の
所
有
者
・
地
番
・
地
目
・

境
界
等
を
確
認
し
、
境
界
位
置
の

測
量
と
面
積
算
定
を
実
施
し
、
現

在
登
記
さ
れ
て
い
る
土
地
情
報
の

変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

①
住
民
へ
の
説
明
会

　
調
査
に
先
立
っ
て
、
住
民
へ
の

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

②
一
筆
地
調
査

　
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
、

土
地
所
有
者
の
立
会
い
な
ど
に
よ

り
、
所
有
者
、
地
番
、
境
界
等
の

確
認
を
し
ま
す
。

　
地
球
上
の
座
標
値
と
結
び
つ
け

た
、
一
筆
ご
と
の
正
確
な
測
量
を

行
い
ま
す
。

③
地
籍
測
量

④
成
果
の
閲
覧
・
確
認

　
地
籍
簿
と
地
籍
図
の
案
を
閲
覧

に
か
け
、
誤
り
等
を
訂
正
す
る
機

会
を
設
け
ま
す
。

　
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
土
地
の

売
買
、
土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
、

災
害
の
復
旧
、
各
種
行
政
運
営
等

に
活
用
し
ま
す
。
登
記
所
で
は
、

登
記
簿
が
書
き
改
め
ら
れ
、
地
籍

図
が
備
え
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
稲
取
の
一
部
地
区

で
、
一
筆
地
調
査
（
所
有
者
立
会

い
に
よ
り
、
境
界
・
地
目
な
ど
を

確
認
す
る
調
査
）
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
は
そ
の
地
籍
調
査
結
果

を
土
地
所
有
者
の
方
に
確
認
し
て

い
た
だ
く「
閲
覧
」を
行
い
ま
す
。

９
月
〜
10
月
頃
に
20
日
間
程
度
の

期
間
を
予
定
し
て
お
り
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、
対
象
者
の
方
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
調
査
区
域
と
し

て
、
片
瀬
・
白
田
の
一
部
地
区
で

調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
実
施
期
間
中
は
、
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

⑤
成
果
の
活
用
と

　
　
　
　
　
登
記
所
へ
の
送
付

調
査
の
流
れ

問
合
せ
先　

住
民
福
祉
課�

子
育
て
支
援
係

　
☎
９
５
ー
６
２
０
４

問
合
せ
先　

建
設
整
備
課　
建
設
管
理
係

�

☎
９
５

−

６
３
０
３
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幼稚園・こども園から小学校へ学びのつながりを
東伊豆町幼こ小架け橋研修会

　５月27日、町立ひがしいず幼稚園にて東伊豆町幼こ小架け橋研修会が
開催されました。町内の幼稚園・こども園、小中学校と河津町のさくら
幼稚園の職員が参加し、土屋幸子幼児教育アドバイザーの助言のもと、
幼児期の遊びや体験から小学校の学習につなげる手だて等について協議
しました。

約５年ぶりの本格開催
第67回東伊豆町民ゴルフ大会

　５月16日、第67回東伊豆町民ゴルフ大会が稲取ゴルフクラブで開催
されました。約５年ぶりの18ホール開催で67名が競い合いました。

　５月14日、ひがしいず幼稚園の園児を対象にNEXT東伊豆主催「魚
を知ろう！郷土の食伝承教室」が開かれました。子どもたちは町内の
定置網や刺網で獲れた魚を実際に近くで見たり触れたりして、地元で
獲れる魚に興味を持って学びました。

見て・触って・食べて学ぶ
魚を知ろう！郷土の食伝承教室

　極真会館静岡県山口道場所属の鈴木麗空歩さん（稲取高校３年）が、
４月21日に行われた「第２回オープントーナメント全日本極真空手道
選手権大会」高校生男子重量級で優勝し、５月 10日に表敬訪問され
ました。突き・蹴りの威力を強化したことが優勝に繋がったとのこと
で、今後の大会についても優勝に向けた意欲を見せました。

極真空手　高校生男子重量級
全日本大会優勝の快挙

【お詫び】　2024年６月号９ページに掲載の能登半島地震義援金贈呈式に関する記事において、寄付金額に誤り
がありました。深くお詫び申し上げます。正しい金額は以下の通りです。
誤　旧稲取ふるさと学級指導員より 300,000円　　奈良本共有財産管理委員会より 100,000円
正　旧稲取ふるさと学級指導員より 410,015円　 奈良本共有財産管理委員会より 300,000円

総 合 優 勝 川上  高宏さん

シ ニ ア 優 勝 松井  清澄さん

レディース優勝 鈴木  祥子さん

海・山コース 後藤  博文さん　
島・森コース 不二山  菊雄さん

ベストグロス賞

エントリー数は過去最多
第７回伊豆稲取キンメマラソン

　６月９日、第７回伊豆稲取キンメマラソンが開催され、過去
最多となる2,841名がエントリーしました。ランナーたちは名
物「げんなり坂」など高低差の激しいコースで「最高に楽しい
地獄」を楽しみました。
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８月行事カレンダー
日 曜 時　　間 行　　事　　名 場　　所

１ 木 13：00〜15：30 「共に」「生きる」カフェ　ニューサマーカフェ in 稲取 いきいきセンター

７ 水
9：15〜 ブックスタート 保健福祉センター

14：00〜 音読サークル 町立図書館

８ 木 19：00〜20：30 グラウンドゴルフ 稲取小学校下グラウンド

20 火 10：00〜12：00 賀茂障害者就業・生活支援センター　わ　サテライト相談会 役場１階会議室

22 木

10：00〜15：00 住民相談 役場１階会議室

13：00〜15：30 「共に」「生きる」カフェ　ニューサマーカフェ in 奈良本 奈良本公民館

19：00〜20：30 グラウンドゴルフ 稲取小学校下グラウンド

26 月 20：30〜 稲取温泉花火演舞 銀水荘前

27 火 20：30〜 稲取温泉花火演舞 サンライズテラス

28 水 20：30〜 稲取温泉花火演舞 新堤防

29 木
9：00〜14：00 三島年金事務所出張年金相談 役場１階会議室

20：30〜 稲取温泉花火演舞 サンライズテラス

30 金 20：30〜 稲取温泉花火演舞 新堤防

◆日時が変更となる場合がありますのでご確認ください。

体
」
に
分
類
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
人
口
減
少

に
伴
っ
て
電
車
だ
っ
て
、
バ
ス
だ
っ
て
、
タ

ク
シ
ー
だ
っ
て
町
が
行
っ
て
い
る
高
齢
者
へ

の
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
で
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
公
共

交
通
の
存
続
の
危
機
で
あ
る
。

　
先
ほ
ど
の
東
伊
豆
町
が
東
京
に
勝
て
る
モ

ノ
…
。
町
民
の
車
の
保
有
台
数
率
…
地
方
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
人
口
減
少
が
進
む
半
面
、

一
世
帯
あ
た
り
の
車
の
保
有
台
数
は
増
加
す

る
。
こ
こ
に
地
方
の
公
共
交
通
の
絶
滅
の
危

機
を
乗
り
越
え
る
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い

る
。

　
そ
う
！
車
を
持
っ
て
い
る
町
民
の
一
人
ひ

と
り
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
れ
ば
良
い
の
だ
！

今
年
の
２
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
ノ
ッ
カ

ル
ひ
が
し
い
ず
」
は
こ
れ
を
実
現
す
る
方
法

で
、
自
分
が
車
に
乗
る
際
に
〝
つ
い
で
に
、

誰
か
を
乗
せ
て
い
く
〟
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　
ま
だ
ま
だ
使
い
勝
手
が
悪
い
「
ノ
ッ
カ
ル

ひ
が
し
い
ず
」。
予
約
の
方
法
、対
象
と
す
る

エ
リ
ア
な
ど
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
シ
ス
テ

ム
を
変
え
て
使
い
や
す
く
す
る
つ
も
り
で
あ

る
。

　
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
成
功
の
た
め
に
大
切

な
こ
と
が
一
つ
あ
る
。「
お
互
い
様
！
」「
つ

い
で
に
乗
っ
て
い
き
ま
す
？
」
の
マ
イ
ン
ド

だ
。
そ
れ
に
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必

要
だ
。
そ
れ
さ
え
あ
れ
ば
、
必
ず
東
伊
豆
町

の
明
る
い
未
来
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

　 

東
伊
豆
町
が
東
京
に
勝
る
モ
ノ
が
果
た

し
て
あ
る
の
か
…
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る

今
日
こ
の
頃
。
確
か
に
東
伊
豆
町
に
は
海
に

山
に
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
素
晴
ら
し
い
風

景
も
あ
り
、
最
近
で
は
移
住
や
定
住
を
希
望

し
二
地
域
居
住
な
ど
を
通
じ
て
、
働
き
な
が

ら
地
方
で
の
生
活
を
楽
し
む
「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
な
ど
で
当
町
を
訪
れ
る
方
が
増
え

て
き
た
。

　
他
に
東
京
に
勝
て
る
も
の
は
あ
る
の
か
…
。

東
伊
豆
町
の
よ
う
な
地
方
で
は
車
は
必
需
品

で
一
人
に
一
台
の
車
を
持
っ
て
い
る
家
庭
も

多
い
か
も
し
れ
な
い
。東
京
で
は
、車
は
有
っ

て
も
一
家
に
一
台
が
普
通
。
場
合
に
よ
れ
ば

一
台
も
車
を
持
っ
て
い
な
い
家
庭
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
人
口
あ
た
り
の
車
の
台
数
が

多
い
の
が
地
方
の
強
み
！？
だ
と
気
づ
く
。

　
一
方
で
地
方
は
今
、
人
口
減
少
の
嵐
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、先
日
、

東
伊
豆
町
も
見
事
に
「
消
滅
可
能
性
自
治

東
伊
豆
町
が
東
京
に
勝
る
も
の

東
伊
豆
町
の
未
来
を
考
え
る

能登半島地震へ義援金寄付
　５月31日、北川温泉旅館組合が設立したIOF（伊
豆海洋保護基金）より、能登半島地震の義援金とし
て20万円の寄付がありました。
　IOFは「ねこさいの日」の募金や地物商品の売り上
げの一部を基金として積み立てており、熱海市の土
石流災害等にも義援金の寄付を行っています。

町
コ
ラ
ム

第16回

長

IWAI SHIGEKI
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インフォメーション

納期までに納めましょう

◎問合せ先　水道課　☎95−2353　税務課　☎95−6300
　　　　　　健康づくり課　☎95−6304

水道料金２期分
納期７月31日（水）　口座引落日７月26日（金）

固定資産税２期分　国民健康保険税２期分
介護保険料２期分
納期７月31日（水）
忘れずにお願いします

職　　種：消防官　　採用人数：若干名
採　用　日：令和７年４月１日
試　験　日：9 月22日（日） 及び９月23日（月）
受験資格：（大学卒）大学卒業以上の学歴（令和７年３月末の
卒業見込みを含む。）を 有し、平成８年４月２日以降生まれ
の人（短大卒）短大・高専いずれかの学校を卒業した人（令
和７年３月末の卒業込みを含む。）で、平成10年４月２日以降
生まれの人※卒業により「専門士」の称号が付与される専門
学校を含む。また、４年制大学を中退し、２年間の在学かつ
62単位以上履修した人（高校卒）高等学校を卒業した人（令
和７年３月末の卒業見込みを含む。）で、平成12 年４月２日
から平成19年４月１日までに生まれた人
※いずれの受験資格においても、日本国籍を有し、健康で、
地方公務員法第16条の欠格事項に該当しない人
会　　場：沼津市内
申　込　み：申込書に必要事項を自筆で記入し、持参又は郵送

により提出してください。
受付期間：7 月22日（月）～ 8 月９日（金）

持参の場合 8：30～17：00（土・日・祝日を除く）
郵送の場合　申込み最終日の消印有効

※申込書は７月８日（月）以降、郵送による請求又は駿東伊豆
消防本部総務課、管内の各消防署で配付しています。

◎申込書提出先・問合せ先
　〒410－0053　沼津市寿町２－10
　駿東伊豆消防本部 消防部総務課　
　☎︎055－920－9100
　　　　　　　　駿東伊豆消防本部 HP →

駿東伊豆消防組合職員募集

令和６年度　海上保安庁学生採用試験のご案内
　海上保安庁では、以下のとおり「海上保安学校」及び「海
上保安大学校」の学生採用試験を実施します。
・受験申込受付期間
　海上保安大学校
　（インターネットのみ）８月22日（木）～９月４日（水）
　海上保安学校
　（インターネットのみ） ７月16日（火）～７月25日（木）
・第１次試験日
　海上保安大学校　10月26日（土）27日（日）の２日間
　海上保安学校　９月22日（日）
・その他詳細については下記連絡先までお問い合わせください。
◎問合せ先
　第三管区海上保安本部人事課　☎︎045−211−1118

　ただいま、走行中のバス車内での事故を防止するため、 「車
内事故防止キャンペーン」を実施しております。
　走行中に席を離れると、転倒など思わぬけがをする場合が
あります。お降りの際は、バスが停留所 に着いて扉が開いて
から席をお立ち願います。
　また、バスは安全運転に徹しておりますが、やむを得ず急
ブレーキを掛ける場合があります。満席のためお立ちになっ
てご利用いただく場合には、 手すりやつり革にしっかりおつ
かまりください。

◎問合せ先　（一社）静岡県バス協会　☎︎054−255−9281

バスの車内事故防止についてのお願い

　2024伊豆半島ジオ検定（３級）が 7 月16日（火）から始まり
ます。検定はどなたでも受けることができ、楽しみながら伊
豆のことを学べるとあって、毎年数百人が受検する人気のご
当地検定となっています。夏休みの期間中にチャレンジして
みませんか。
　検定を受けるには、伊豆半島ジオパークのホームページ、
又は、市町の観光担当窓口から問題と解答用紙を入手します。
回答は書籍やインターネットで調べてもOK。8 月31日（土）
までに、解答用紙と返信用封筒（94円切手貼付）を郵送（当
日消印有効）又は、オンラインで受検してください。50問中
35問以上正解で合格となります。受検料は無料。希望者には
800円で合格証を発行します。

◎問合せ、申込み先
　（一社）美しい伊豆創造センター　ジオパーク推進部
　〒410−2416　伊豆市修善寺838− 1
　☎︎0558−72−0520
　MAIL　info@izugeopark.org
　ホームページ　https://izugeopark.org/ 

2024 伊豆半島ジオ検定のご案内

　地域にある企業や団体を見て知って、仕事の裏側を体験で
きる小学生職場体験講座を開催します。

対　象：小学生（３年生～６年生）と保護者（付き添い）
期　間：令和６年７月25日（木）～８月25日（日）
会　場：静岡県賀茂・東部・中部地域の各企業・団体
内　容：企業等が企画・運営を行う小学生向けの職場体験
その他：体験講座の詳細（日時・会場・内容・定員・参加費

等）は県東部地域局HPから御確認ください。
◎問合せ先　静岡県賀茂地域局　☎︎0558−24−2202

「地域のお仕事発見！小学生職場体験講座」を
開催します！

東部地域局 HP →
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●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●あいさつ運動推進標語 あいさつは　何にもまさる　おもてなし
広げよう　あいさつの輪を　まちじゅうに　

『ほのぼのかぞく』大募集‼
　町内にお住いの「楽しい家族」「明るい家族」「自慢の家族」
「普通の家族」…などなど。様々な家族の写真とエピソード
を募集しておりますので、お気軽にご連絡ください。
連絡先　企画調整課  情報係　☎︎９５−６２０５

（ 住 民 基 本 台 帳 ）
町 の 人 口

（令和６年５月31日現在）
人　口

男
女

世帯数

11,190人
5,372人
5,818人

　　6,337

（−29）
（−21）
（− 8）
（−15）

転 入
転 出
出 生
死 亡

43人
54人
1人

19人

５月の異動（前月比）

世
帯

戸籍コーナー戸籍コーナー戸籍コーナー戸籍コーナー

発行日・令和６年７月５日　発行・東伊豆町役場（〒413−0411　静岡県賀茂郡東伊豆町稲取3354）編集・企画調整課情報係（☎︎0557−95−6205）印刷・㈲サン印刷

川か
わ

口ぐ
ち

さ
ん
　
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
奈
良
本
）

５月16日〜６月15日までに
届出があったもの
※このコーナーに掲載を望まない方は

事前に係までお申し出ください。

（敬称略）
東
伊
豆
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
で
の
び
の
び

と
育
っ
て
い
ま
す
。写
真
は
ビ
ワ
の
木
に
登
っ

て
採
っ
た
ビ
ワ
を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
つ
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
々
に

感
謝
で
す
。

▪地域おこし協力隊 活動日記地域おこし協力隊 活動日記地域おこし協力隊 活動日記地域おこし協力隊 活動日記地域おこし協力隊 活動日記地域おこし協力隊 活動日記
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くま
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「山菜狩りと鯉のぼり」
　４月13日から行われた山菜狩りイベントでしたが、暖
かい日が続いたこともあり、ゴールデンウィークを迎え
るころには多くのワラビの葉が開いてしまっておりまし
た。ただ今年から通常時は車両の進入を禁止している高
原内の作業道に車両で入れるようにしたことで、昨年よ
りもお客様には満足してもらえたのではないかと思いま
す。
　またイベント広場に全長14m
のポールを設置。鯉のぼりを泳
がせるという試みも行いまし
た。当初は風が強すぎるのでは
ないかと心配しておりました
が、細野高原の景色をバックに
元気に泳いでおりました。

父
・
康こ

う

　
介す

け
さ
ん
　
　
長
男
・
縁え

ん

之の

助す
け

く
ん

母
・
美み

　
紀き

さ
ん
　
　
長
女
・
ま
つ
り
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
女
・
　
環た

ま
き　

ち
ゃ
ん

　強くなる日差し、心地良い潮風、接岸するアカハタ…
もうすっかり世間は夏模様になりましたね、どうも伊豆のさ
かなクンこと松澤です。
　昨年の夏はカヤックやシュノーケルのツアーを行い、休み
の日にも釣りや海で泳いだりと海三昧をすごしました。今年
もそのような予定をしております。楽しみです。
　また、今年からは高校生以来となるサッカーとフットサル
を始め、中学生のコーチや社会人チームでプレーをしていま
す。まだまだ納得いくように体は動きませんが、プライベー
トも充実させるために頑張りたいです。
　北川で毎月満月の日に鮮魚が無料
で食べられる「ねこさいの日」を開
催しています！ぜひみなさん食べに
来てください。本当に美味しいです
よ。

おくやみ申し上げます

松
まつ

澤
ざわ

 建
けん

人
と

「夏模様」

赤ちゃん誕生・おめでとう
地区 赤ちゃんの名前 ふりがな 生まれた日 父・母

白　田 横　山　笑　梛 えな R６.５.29 憂汰・未怜

西　町 栗　林　茉　希 まき R６.５.28 達也・七海

地区 氏　名 生年月日 年齢 亡くなった日 屋　号
奈良本 加　藤　しな子 S12.12.４ 86 R６.５.16 紺屋

奈良本 加　藤　貞　一 S10.12.24 88 R６.５.22 加藤林業

奈良本 門　前　　　昭 S24.３.18 75 R６.６.８

湯ヶ岡 小　澤　家　起 S９.10.10 89 R６.６.12 親分

入　谷 山　田　耕　市 S９.８.19 89 R６.６.２ 湯

田　町 小　池　みし子 S８.７.３ 90 R６.５.29

田　町 村　木　博　彰 S16.４.24 83 R６.５.29

田　町 小　澤　　げ子 S５.１.２ 94 R６.６.14 入平どん

西　町 黒　田　益　之 S22.12.９ 76 R６.５.16 ポート黒田

西　町 古　里　長　司 S２.１.10 97 R６.５.18 森下

東　町 山　田　信　行 S７.10.15 91 R６.６.１ 東浜トコバ


